
 

冬季企画展 

「ひょうごの遺跡 2017－調査研究速報－」の見どころ 

 
兵庫県教育委員会による最新の発掘調査、出土品整理、調査研究の成果を紹介する。 

 

会 期  平成 29年 1月 14 日（土）～3月 26日（日） 

主 催  兵庫県立考古博物館 

共 催  公益財団法人 兵庫県まちづくり技術センター 埋蔵文化財調査部 

展 示 
◆1 平成 27 年度刊行の発掘調査報告書より 

  昨年度、県教育委員会が刊行した発掘調査報告書より８遺跡の出土品を、研究成果をふまえて展示

する。 
≪特におすすめの展示品≫ 

 ◎安土桃山時代の茶陶〔生野代官所跡関連遺跡／朝来市〕【写真①】 
生野代官所跡関連遺跡から見つかった桃山時代の茶陶で、中には瀬

戸・美濃焼や唐津焼の抹茶碗、向付、茶入の他、中国製の青花碗・皿

などが含まれている。これらは上級役人や富裕商人が使用していたと

考えられ、当時の地方での茶の湯のあり方を示す貴重な資料である。 
 
◎華南産灰釉陶器四耳壺［猪渕遺跡／川辺郡猪名川町］【写真②】 

鎌倉時代初めの有力農民の屋敷跡から出土したもので、当時の宋で作

られた。平安時代末から鎌倉時代にかけては，宋から大量の陶磁器が輸

入されたが、灰釉陶器四耳壺は出土例が少なく高級品と考えられる。 
 

◆2 平成 28 年度の 発掘調査速報 
今年度、県教育委員会が（公財）兵庫県まちづくり技術センターに委託し

て行った発掘調査から、３遺跡を選んでその成果を速報展示する。 

  
 
関連行事 

◆ 講演会と最新の研究成果・調査速報の報告会（全４回） 

   展示に関連した講演会を 4 回開催する。3 月 12 日（日）は発掘調査報告会として、（公財）兵

庫県まちづくり技術センターの調査担当者が最新の発掘成果を報告する。 

 

 ・2/11（土）「中世前期の生活と信仰－猪名川町多田荘猪渕遺跡の調査から－」 

        西口 圭介（(公財)兵庫県まちづくり技術センター副課長） 

 ・2/19（日）「ひょうごの遺跡から古代アジア世界へ」 石野 博信（当館名誉館長） 

 ・3/ 4（土）「茶飲み話の考古学」 鐵 英記（当館学芸員） 

 ・3/25（土）「青銅の武器と鐸」 種定 淳介（当館主任調査専門員） 

 

 ※詳細はチラシをご覧ください。 

都合により展示内容が変更になる場合がありますのでご了承ください。 

問い合わせ先：兵庫県立考古博物館 学芸課（担当：岡田 章一／おかだ しょういち） 

                ＴＥＬ ０７９－４３７－５５６２（学芸課直通） 

① 

② 

 






